
本報告書は、事業活動を行うに当たって、環境や社会に関わる情報をス
テークホルダーの皆様に分かりやすくお伝えすることを目的に環境報告ガ
イドラインなどを参考に編集しています。2018年度版では、環境に配慮
した新しい技術や省エネ活動、人財の活用、地域社会との連携などについ
て多くの具体的な活動事例をご紹介しました。また、世界中に拠点を持つ
ＫＹＢグループとして、海外での取り組みも随所でご紹介しています。       http://www.kyb.co.jp/company/csr.html

編集方針

今後とも、より分かりやすい報告書の編集を目指してまいりますので、ス
テークホルダーの皆様の忌憚のないご意見を賜れれば幸いです。
本レポートの内容は、当社のwebサイトにも掲載されていますので、ぜひ
ご覧ください。

ＩＳＯ 14001認証取得

環境保全への取り組みを体系的に展開するため、国際規格であるＩＳＯ14001環境マネジメントシステムの導入とその推進を
図っています。更新審査においては2015年度版に順次移行します。

ＫＹＢではエネルギーや水、化学物質など多様な資源を利用しています。限りある資源を効率良く生産するために排出される
廃棄物やCO2などの低減を図っています。

INPUT / OUTPUT

ＫＹＢ 認証登録年
岐阜南工場
（含む岐阜東工場、生産技術研究所、工機センター、KMS） 2000.2

相模工場（含む 基盤技術研究所、電子技術センター） 2000.12

熊谷工場 2000.12

岐阜北工場（含む ＫＹＢ金山） 2001.12

国内関係会社 認証登録年
ＫＳＭ（三重工場） 2000.12

タカコ（滋賀工場） 2003.2

ＫＹＢ－ＹＳ 2004.4

KYBトロンデュール 2008.11

● 国内

社名 認証登録年
ＴＶＣ（ベトナム） 2007.1

ＫＭＢ（ブラジル） 2007.3

ＫＩＭＺ（中国） 2009.4

ＫＭＣＺ（チェコ） 2009.8

ＫＬＲＣ（中国） 2010.1

ＫＷＴ（中国） 2013.11

ＴＡＣ（アメリカ） 2013.2

ＫＭＶ（ベトナム） 2013.5

ＫＡＭＳ（スペイン） 2015.6

社名 認証登録年
ＫＭＴ（台湾） 2001.6

ＫＳＳ（スペイン） 2001.6

ＫＹＢＳＥ（スペイン） 2001.12

ＫＡＣ（アメリカ） 2002.5

ＫＹＢＴ（タイ） 2003.7

ＫＳＴ（タイ） 2003.8

ＰＴ．ＫＹＢ．Ｉ （インドネシア） 2004.11

ＫＭＳＢ（マレーシア） 2005.5

ＫＳＭＳＢ（マレーシア） 2005.5

● 海外関係会社

INPUT 生産活動 OUTPUT

・ リサイクル、省エネルギー、安全等
  環境に配慮した技術・製品の開発

・ グリーン調達の推進
・ モーダルシフトの推進

リサイクル業者
生産工程

関係会社

開 発・設 計

調 達

生 産

物 流

社内リサイクル
・ スクラップ材（KYB グループでの有効活用）
・ クロムめっき劣化液
・ クロムめっき工程で使用する水洗水 等

廃棄物量
3,539 t
（再利用等）
1,791 t

（埋立処分量）
795 t

原材料（金属、非金属） 
217,861 t
エネルギー　
電力
125,999 MWh

燃料・ガス
21,367 kℓ
（原油換算）

水
1,312 kｍ³
化学物質（ＰＲＴＲ法対象物質）
302 t

大気への排出
CO₂
101,289 t-CO₂

NOx
14 t

SOx
2 t

ばいじん
0.3 t

・ 金属屑
・ 研磨粉

・ 廃油
・ 廃シンナー

・ 廃プラスチック
・ 紙、段ボール 等

社外リサイクル

スクラップ材

事業負荷に伴う環境への影響

環境データ編

30 KYB 環境・社会報告書 2018



2017年4月～2018年3月
（一部期間外の取り組みや報告も掲載しています）

● 対象期間

2018年6月（次回：2019年6月予定、前回：2017年6月）

● 発行時期

■ 環境省「環境報告ガイドライン2012年版」

● 参考にしたガイドライン

本報告書には発行日時点における計画や見通し、経営計画・経営方針に基づいた将来予
測を含んでいます。この将来予測は、記述した時点で入手できた情報によって判断して
おり、諸条件の変化によって異なる可能性があります。ステークホルダーの皆様には、
以上をご了承いただきますようお願い申し上げます。

● 将来の見通しに関する注意
ＫＹＢ株式会社および国内外の関係会社を対象としています。
各種の環境データに関しては、特に注記のない場合はＫＹＢ株式会
社（相模工場、熊谷工場、岐阜北工場、岐阜南工場、岐阜東工場）
のデータを示しています。

● 対象範囲

環境関連データ

環境会計

環境省が示す環境会計ガイドライン2005年版を参考にし、投資額と費用額に区分して集計しています。
単位：百万円

環境保全コストの分類と定義 投資額　対象期間における環境保全を目的とした支出額で、その効果が数期にわたって持続し、その期間に費用化されていくもの
  費用額　環境保全を目的とした財・サービスの消費によって発生する費用または損失

コスト分類 主な内容 投資額 費用額

（１）事業エリア内コスト

（1）-1 公害防止コスト
・大気汚染、水質汚濁防止活動
・公害防止設備の保守・点検
・大気、水質などの分析、測定

9.2 121.7

（1）-2 地球環境保全コスト ・エネルギー転換
・省エネ活動 0.0 16.8

（1）-3 資源循環コスト ・工場廃棄物の再資源化
・産業廃棄物の減量活動 162.4 239.4

（２）上・下流コスト 0.0 0.0

（３）管理活動コスト ・ISO14001の維持・管理
・環境負荷監視 22.8 47.3

（４）研究開発コスト ・環境に優しい製品開発
・軽量化、有害化学物質の削減製品 0.0 54.4

（５）社会活動コスト ・事業外の環境保護に伴う支援
・工場周辺の緑化、景観維持 0.0 13.3

（６）環境損傷対応コスト 0.0 0.0

（７）その他のコスト ・内部環境保全
・福利厚生保全 0.0 76.3

合計額 194.4 569.3

総額 763.7
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2013 2014 2015 （年度）20162013 2014 2015 2016 （年度）

（年度）2013 2014 2015 2016（年度）2013 2014 2015 2016

2013 2014 2015 （年度）2016

18,923
16,99816,998 17,931

535

3,7293,729
539

3,5063,506
504

3,469

46,046

0.666

46,798

0.654

48,664

0.6890.689

50,764

0.713

523

18,481

3,5853,585

1.30

93,632 95,081 92,709

1.26

96,545

2,290 2,241

1,756 1,673

1,401 1,383
1,243 1,251

1.27 1.25

20172017

20172017

2017

19,755

504
3,539

53,081

0.704
1.34

101,289

2,1711,331

● 水使用量・排出量

● ＣＯ₂排出量 ● エネルギー使用量 ● 廃棄物排出量

● 輸送に関するエネルギー量
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www.kyb.co.jp

〒105-6111 
東京都港区浜松町二丁目4番1号世界貿易センタービル
TEL.03-3435-6465　FAX.03-3436-6759

お問い合わせ

CSR安全本部 安全・環境部

用紙での配慮
森の町内会
この印刷物に使用してい
る用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有
効活用に役立ちます。

印刷での配慮
Non-VOCインキの使用
VOC（揮発性有機化合物）成分
ゼロの環境に配慮したインキ
を使用しました。

水なし印刷
有機物質を含んだ廃液が少
ない、水なし印刷方式で印刷
しました。

FSC®認証紙の使用
適切に管理された森林の
木材を原料にしている紙
を使用しました。

グリーンプリンティング
環境に配慮した印刷工程と印
刷資材を採用しています。

環境・社会報告書
2018


